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1　事業の概要

２　事業を構成する細事業の内容 (単位：千円)

1

2

3 0.50

青年の家施設改修補助金について、緊急防災・減災事業債を活用したため、6,300千円を補助対象外とし、入札差金
の499千円を減額する。

少年自然の家の施設改修費について、委託料の入札差金の2,820千円を減額する。

補正により取り組む

事業内容

450件

10,600件

64回

1,689人

95.0%

528件

9,881件

56回

生涯学習推進センター
指導者養成研修受講者数

生涯学習推進センター
講座受講市町村割合

県立長野図書館
県内図書館サポート件数

県立長野図書館一般向け
情報提供サービス件数

少年自然の家
自主事業実施回数

269,528 275,769

　国庫支出金 750

職員数

（人）

達成状況成果目標値

28年度末
（見込）

27年度末

2,000人

100.0%

550件

10,600件

70回

2,000人

施策の
総合的展開

　7-3　生涯を通じた学びと文化・スポーツに親しむ環境づくり　　　1 学びの成果が生きる生涯学習の振興
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プロジェクト

事　業　名 　社会教育施設事業
部局 教育委員会事務局 課・室 文化財・生涯学習課

実施期間 S25 E-mail

　８  教育再生プロジェクト

Aの
財源

　一般財源 237,649

現状
(予算編成時)

●地域づくりの実践者養成や県政課題に対応した研修講座の開催、公民館支援専門アドバイザー
　の現地派遣を通じた市町村支援の実施（H28開講予定　29講座）
●外部登用の館長のもと、地方創生の時代に対応した情報と人とをつなぐ新しい図書館づくりを推進
●団体宿泊生活を通じた健全な青少年の育成に向け、青年の家2所、少年自然の家2所を指定管理
　制度により運営（H27利用者　4所計 80,831人）

29年度
補正後額

405,592 千円

職員数 23.50 人

　県　債 0 0 127,000

272,847 405,592

補正予算 0 -9,619
1

当初予算 258,905 272,847 415,211

前年度繰越 0 0
No 成果指標

29年度

8-6-2

成果指標
設定理由

●生涯学習推進センター：現状を上回る受講者数及び全市町村の講座受講を目標に設定
●県立長野図書館：公立図書館や県民の知識・技術の活用を支援するサービスにおいて現状を上回る目標を設定
●少年自然の家：現状を上回る自主事業の実施回数を目標に設定

（補正前）

 概算事業費（B（A）+C） 467,559 445,771 194,486
5

（2月補正） （補正後）

29年度

 概算人件費 （Ｃ）

2.00

21.00

No
プロジェクト

8-6-1

細事業名

事
 

業
 
コ
 
ス
 
ト

区　分（単位：千円） 27年度

16,201

415,211

23,000 -6,799

14,729 14,729

211,737

165,745 -2,820 162,925

211,737

-9,619 405,592合計 23.50

4
概　算
人　件

費

 職員数（人） 26.0 23.6 23.50

　その他 20,506 3,319 2,823
3

No

●現地での実践講座の開催など市町村公民館の更なる機能強化、各部局や団体等との連携による県政課題に対応した指導者の養成
●県民の情報編集力を高める知識基盤社会にふさわしい図書館への転換、図書資料等の情報力の水準回復及び信州の地域情報の充実
●社会情勢の変化等を踏まえた｢青年の家｣の廃止、児童･生徒の自然体験活動の拠点化に向けた｢少年自然の家｣の機能強化

（主な実施内容：生涯学習推進センター事業、県立長野図書館事業、青年の家･少年自然の家管理運営事業　など）

215,176 195,314 194,486

 決　　算　　額（B） 252,383 250,457

2 95.0%

目指す姿

28年度 29補正後 指標及びその達成状況

予
算
額

合計（A) 258,905

生涯学習推進センター事業

県立長野図書館事業

青年の家・少年自然の家
管理運営事業

29年度　実施内容（予定）

・指導者養成研修の開催（公民館職員初任者研修、地域と協働
　で現地開催する実践講座、県政課題への対応 等）
・生涯学習・社会教育・公民館等に関する情報提供
・公民館支援専門アドバイザーの市町村派遣による相談対応 等

・図書館の管理運営全般
・コンピューターシステムの管理運営
・図書等の貸出サービス
・市町村との連携、支援
・図書館フォーラム等の開催による意識改革、人材育成
・新たな時代にふさわしい学び方"co-learning"モデルの提案

・指定管理者による少年自然の家（望月・阿南）の運営
　 … 施設の管理・運営
　 … 各種体験プログラム等の自主事業の実施
・施設の経年劣化等に伴う修繕工事の実施

・青年の家（松川・須坂）の施設移管に伴う補助金の交付
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